
医学部保健学科看護学専攻　カリキュラムマップ
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1 基礎セミナー 1 2 ○ ○ ○ ○ ◎

2 データ科学と社会Ⅰ 1 1 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎

3 データ科学と社会Ⅱ 1 1 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇

4 知的財産入門 1 1 ◎ ○

5 運動健康科学 1 1 〇 〇

6 山口と世界 1 1 〇 〇 ○

7 知の広場 1 1 ○ ○

8 キャリア教育 3 1 ◎ ◎ 〇

10 英語Ⅰa 1 2 ◎ ◎ 〇 〇

11 英語Ⅱa 1 2 ◎ ◎ 〇 〇

12 英語Ⅰb 1 2 ◎ ◎ 〇 〇

13 英語Ⅱb 1 2 ◎ ◎ 〇 〇

14 英語会話Ⅰa 1 1 ◎ ◎ 〇 〇

15.3 英語会話Ⅱa 1 1 ◎ ◎ 〇 〇

16.5 英語会話Ⅰb 1 1 ◎ ◎ 〇 〇

17.6 英語会話Ⅱb 1 1 ◎ ◎ 〇 〇

18.8 哲学 1 1 ◎ ◎

19.9 歴史学 1 1 ◎

21 社会学 1 1 ◎ 〇 〇

22.2 経済と法1 1 1 ◎

23.3 経済と法2 1 1 ◎

24.5 経済と法3 1 1 ◎

25.6 自然科学1 1 1 ◎

26.8 自然科学2 1 1 ◎

27.9 人間の発達と育成1 1 1 ◎

29 人間の発達と育成2 1 1 ◎

30.2 文化の継承と創造1 1 1 ◎

31.3 文化の継承と創造2 1 1 ◎

32.5 社会と医療 1 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

33.6 環境と人間 1 1 ◎ 〇

34.8 食と生命 1 1 ◎ 〇

35.9 医学のための統計学 1 2 ◎ ◎ 〇 ◎

37 医療英語 2 2 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

38.2 基礎医療英会話 3 2 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

39.3 医療心理学 3 2 ◎ ○ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎

40.5 地域包括ケア論 1 1 ◎ ○ ◎ 〇 ◎

41.6 医療環境論 2 1 ◎ ○ ◎ 〇 ◎

42.8 形態機能学Ⅰ 1 1 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

43.9 形態機能学Ⅱ 1 1 ○ ○ ◎ ◎ ◎

45 形態機能学Ⅲ 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○ ○

46.2 生化学 1 1 ◎ ○ ○ ○ ○

47.3 免疫学 2 1 ◎ ◎ ○ 〇

48.5 病理学 2 1 ◎ ◎ 〇 〇

49.6 微生物学 2 1 ◎ ◎ 〇 ◎ ○ ○

50.8 臨床栄養学 2 1 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

51.9 臨床薬理学 2 1 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

53 保健学 2 1 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

54.2 環境衛生学 1 1 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇

55.3 医療放射線学 2 1 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

56.5 医療情報システム論 2 1 ◎ ◎

57.6 人間関係論 1 1 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇

58.8 症候ケア論 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

59.9 リハビリテーション学 2 1 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎

61 看護学概論Ⅰ 1 1 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

62.2 看護学概論Ⅱ 1 1 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

63.3 看護過程論 2 1 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

64.5 基礎看護方法論Ⅰ 2 1 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ○ 〇 〇

65.6 基礎看護方法論Ⅱ 2 1 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

66.8 基礎看護方法演習Ⅰ 2 2 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ○ 〇 〇

67.9 基礎看護方法演習Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

69 看護倫理学 1 1 ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎ ○

70.2 国際看護学 4 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎

71.3 基礎看護学実習Ⅰ 2 1 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

72.5 基礎看護学実習Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

自律・共働するちからと物事を形にする力

DP3

高度なヘルスケア
チームの一員とし
て，他の職種の役割
を理解し，円滑なコ
ミュニケーションを
図りながら，協働関
係を築き，発展させ
ることができる。

臨地実習での学習に
より，ヘルスケア
チームの一員として
活躍できる。

地域の保健・医療の
ニーズに合った活動
を計画し遂行するこ
とができる。

保健・医療に関する
種々の課題を見出
し，解決に必要な情
報を収集・分析・整
理し，その課題（問
題）を確実に解決で
きる。
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看護学の各分野につ
いて，情報や知識を
複眼的，論理的に分
析し，的確に表現す
ることができる。

看護研究に必要な基
礎的能力を身に付
け，保健医療・看護
サービスの質向上及
びケア提供システム
の発展に寄与でき
る。

備考

幅広い教養を持った
保健・医療の担い手
として，変化する社
会の要請に柔軟に対
応できる。

実践的英語能力を身
に付け，医療・看護
の国際化に対応でき
る。

語学力を含む国際感
覚を身に付け，世界
レベルの健康問題に
ついて認識できる。

急速に進歩している
医療・看護の状況を
正しく理解し，安全
で適切な看護を提供
できる。
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73.6 看護管理学 3 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

74.8 看護教育学 4 1 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

75.9 看護リーダーシップ論 4 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ○ ◎

77 成人疾病学 2 2 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

78.2 成人看護学概論 2 1 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

79.3 成人看護学Ⅰ 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

80.5 成人看護学Ⅱ 2 2 ◎ ◎ ◎ ○

81.6 クリティカルケア看護学 3 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

82.8 臨床アセスメント学 2 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

83.9 緩和ケア論　 2 1 ◎ ◎ ○ ○

85 精神保健学 2 2 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

86.2 精神看護学 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

87.3 成人看護学実習Ⅰ 3 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

88.5 成人看護学実習Ⅱ 3 3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

89.6 成人看護学実習Ⅲ 4 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○

90.8 精神看護学実習 3 2 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

91.9 救急看護学 4 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

93 リエゾン精神看護学 4 1 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

94.2 小児保健医療論 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 〇

95.3 小児看護学 3 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

96.5 小児看護学実習 4 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

97.6 母性看護学概論 2 1 伊東 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

98.8 母性看護学 2 1 〇 ◎ ◎ ○ ○

99.9 母性看護方法演習 2 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 〇 ◎

101 母性看護学実習 3 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

102 遺伝看護学 4 1 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

103 老年疾病学 2 1 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎

104 老年看護学概論 3 2 ○ 〇 〇 〇 〇

106 老年看護学 3 2 ○ ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

107 老年看護学実習 4 2 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

108 在宅看護学 2 2 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇

109 在宅看護実践論 3 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

110 在宅看護学実習 4 2 ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

111 公衆衛生看護学概論 3 2 ○ ◎ ◎ ◎ 〇 〇

112 公衆衛生看護活動論 3 4 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

114 疫学 3 2 〇 ○ ◎ ○ ○ 〇

115 保健統計学 3 2 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

116 保健福祉行政論 3 2 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

117 公衆衛生看護学実習 4 3 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇

118 看護学研究概論 3 1 ◎ ◎ ◎ 〇 ◎

119 看護学卒業研究Ⅰ 3 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

120 看護学卒業研究Ⅱ 4 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

122 災害看護学 4 1 ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

123 看護学統合実習 4 1 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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